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Dockerのディスクスペースの扱いについて
@Evgeny.Shvarovの記事へのコメントとして書こうとしていましたが、
コメントが長すぎたため、別に投稿することにしました。

dockerがどのようにディスクスペースを使用し、クリーンアップするかについて、少し説明を加えたいと思います
。 私はmacOSを使用しているため、以下に示すものは主にmacOSを対象としていますが、dockerコマンドはすべ
てのプラットフォームでも使用できます。

dockerはLinuxに由来しますが、デフォルトで同じファイルシステムで動作します。
ただし、WindowsとmacOSでは、Linuxがインストールされた小さな仮想マシンで動作します。
また、ディスクのスペースはdocker内の設定で制限されています。
私の場合は、最大112GBを使用するように構成されています。

そのため、活発にDockerを使用している場合、スペースが無くなってしまいます。
dockerがスペースをどのように消費しているのかは、次のコマンドで確認できます。

$ docker system df
TYPE                TOTAL               ACTIVE              SIZE                RECLA
IMABLE
Images              84                  6                   66.02GB             55.6G
B (84%)
Containers          6                   5                   4.914GB             0B (0
%)
Local Volumes       19                  4                   1.812GB             342.7
MB (18%)
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Build Cache         0                   0                   0B                  0B

最新バージョンのDockerを使ったmacOSでは、raw形式のディスクを使用していました（以前はqcow2）。 そし
て、macOSのAPFSファイルシステムと合わせると、このファイルはファイスサイズ自体よりも少ない物理スペー
スを占める可能性があります。 以下の2つのコマンドを見てください。

$ ls -lh ~/Library/Containers/com.docker.docker/Data/vms/0/Docker.raw
-rw-r--r--@ 1 daimor  staff   104G Jul 13 15:49 /Users/daimor/Library/Containers/com.
docker.docker/Data/vms/0/Docker.raw

$ du -h ~/Library/Containers/com.docker.docker/Data/vms/0/Docker.raw
 88G    /Users/daimor/Library/Containers/com.docker.docker/Data/vms/0/Docker.raw

lsコマンドは、Docker.rawファイルのサイズを104Gbと示すのに対し、duコマンドはディスク上の実際のサイズで
ある88Gbを示しています。

さて、docker system dfによれば、一部のスペースを取り戻せるようですので、 そうしてみましょう。

$ docker system prune -f
Deleted Containers:
79b3d54ae5a881e37771cfdc1d651db9ce036abc297dc55bdd454eb287f0e329

Deleted Images:
deleted: sha256:298d555976effb112428ed3f6bcc2f4d77ab02b4f287a230d9535001184078f5
deleted: sha256:adb2c64ce6e44d837fce8067c7498574822bff90ed599d1671c126539fe652ac
deleted: sha256:9695172139cec16f1071449daf29bd1c424353044088b92b8acbf33f59952e67
deleted: sha256:24d834b252e25e645b8b5d9194360f5ab1a26ffd2b5c03b6593b9a2c468f59fa
deleted: sha256:1b4e3e73fe0b7d88d5ec718bdc6dc6d17d9fe8ba00988eb72690d76f2da3d1a3
deleted: sha256:9f218f6c7aca9c21760ae43590a2d73b35110e10b6575125ed3ccd12c4495d6e
deleted: sha256:b2fa3335d672a0dc60ea7674c45ee3c85b9fc86584a0e21cc7f1900c368ceec3
deleted: sha256:2ecace396ab65fd393dfb2e330bece974cd952e7a41364352f9c867d9ea4c34e
deleted: sha256:16b894351fe53b95dd43d7437bbbcd5104b8613bc1fa8480826e843d65fc92a3
deleted: sha256:b00d9c05035eac62f3ed99a814cd6feea3e4b68797b6d1203e2f41538c78c2aa
deleted: sha256:5a3d0d9f36b356cb47d3838585da6450c60e2860ef143d1406b48d3a5e72b92b
deleted: sha256:998e719368ff74d13b3a8c096ce81f8f2c4bb28bd1ccd169bfa173b4a78d2e74
deleted: sha256:a74d7ff2ca7d623134f9ce1db40da476134a733935a3f322ba34b99653c6273d
deleted: sha256:4d0dcd2bdad2cf0cb91d13313afff29326771bdac27fcb8780545687dbd39ae4
deleted: sha256:29a8989eed3d4002053f98bf562654910ee5f8836940daaa2f2344a8f29a52a2
deleted: sha256:12d34fbf938d19b193199ea6cce5d690fd0d57ec3f4d1630e1d4b3790379c9ec
deleted: sha256:75aba481bb5ccaa52a3aadf311ae22485fb2a82d69be864fe2f45f2834c5e515
deleted: sha256:326efafee9b92e06876878b21a2931ba771bc0e0b2b359f906ef6cca1d297905
deleted: sha256:913937f4ea932fcb00b6c6b3007970296955aa4f488d6fbaa1a575a5aa4ff5ab
deleted: sha256:f3fc0c75858a36ff9d3f4e8eb7a96f511158bbac92d128760b0d3340d828c5da
deleted: sha256:c002dde1ea6a02ae3e3037442a5c556a925e3e4750a6b2aa923c51fa3d11f5ac
deleted: sha256:e763f6e226613c67aaf5984e4c74b9f6e9e28e0490a4f3286885f498a57d3fa0
deleted: sha256:e7daf0a1574376c8602515dc70e44392d16e1b79013d6e81a9b697794432e660
deleted: sha256:ce33670f78109dcacc73a7c6d70f4b5cd4a13bcfe7878b9df5e4e16b812e5df4
deleted: sha256:95bf79e86f83ed16943f9c34035bf8167a4b89466a05d6793c2957d6d46bab2d
deleted: sha256:056d184391613b33303ccf3818a95a17398e9da813d093a6ee5d87952539380c

Total reclaimed space: 5.537GB

このコマンドは、停止したコンテナと、タグ付けされたイメージが使用していないタグ付けされていないイメージ
をすべて削除します。 また、削除は安全です。

docker system dfは55GBと示したのに足し、取り戻せたのはわずか5.5GBであることに気づいたかもしれません。
これは、dfはぶら下がったイメージだけでなく、アクティブでないイメージもすべてカウントするためです。
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それらのイメージもすべて削除する場合は、このコマンドを使用できます。
これは、現在実行中のコンテナで使用されていないすべてのイメージを削除します。
そのため、実行しているコンテナがない場合は、すべてのローカルイメージが削除されます。

docker system prune -a

ぶら下がったイメージのみを取り戻し、コンテナを停止しました。
dockerはどれくらいのスペースを使用しているでしょうか。

$ docker system df
TYPE                TOTAL               ACTIVE              SIZE                RECLA
IMABLE
Images              83                  5                   60.48GB             50.1G
B (82%)
Containers          5                   5                   4.914GB             0B (0
%)
Local Volumes       19                  3                   1.812GB             342.7
MB (18%)
Build Cache         0                   0                   0B                  0B

ご覧のとおり、すでに使用サイズが小さくなりました。 lsも同じ結果となるでしょう。
おそらく、このファイルサイズは大きくなります。

$ ls -lh ~/Library/Containers/com.docker.docker/Data/vms/0/Docker.raw
-rw-r--r--@ 1 daimor  staff   104G Jul 13 16:07 /Users/daimor/Library/Containers/com.
docker.docker/Data/vms/0/Docker.raw

ただし、macOSの場合、物理ディスクで使用されているスペースが最も重要です。

$ du -h ~/Library/Containers/com.docker.docker/Data/vms/0/Docker.raw
 69G    /Users/daimor/Library/Containers/com.docker.docker/Data/vms/0/Docker.raw

ご覧の通り、現在は69GBとなり、以前よりも約19GB少なくなっています。

したがって、macOSユーザーの場合は、ファイルのサイズはそれほど重要ではなく、APFS最適化を使用すれば、
実際には小さくすることができます。

古いイメージを整理するもう一つの方法は、作成日でフィルタすることです。 この例のように、10日以上前に作
成されたすべてのイメージが削除されますが、コンテナが現在使用しているイメージは保持されます。

$ docker image prune --all --filter until=240h
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